
書　　名 著　　者

相沢 沙呼 売れない作家の主人公は、天才高校生作家とコンビを組むことに。２人の合作は完成するか？

泣きたい私は猫をかぶる 岩佐 まもる 不思議なお面の力で猫になった美代は、思いを寄せる賢人に猫の姿で接近するが……。

鬼滅の刃　風の道しるべ 矢島 綾 小説版「鬼滅」第３弾。少年時代の不死川の物語をはじめ、多数のエピソードを収録。

どうぞ愛をお叫びください 武田 綾乃 ゲーム実況動画を作ることになった男子高校生４人の友情、恋、そして炎上？ 爽快な青春小説。

ビブリア古書堂の事件手帳Ⅱ 三上 延 本にまつわる謎が持ち込まれる、ビブリア古書堂。店主の娘が主役となる第２部スタート！

僕はロボットごしの君に恋をする 山田 悠介 2060年、東京。人型ロボットが造られた未来で、親友の妹に恋をした健を待ち受ける真実。

フラミンゴボーイ マイケル・モーパーゴ 高熱に倒れた男と、フラミンゴと話せる少年。南フランスを舞台に、２人の人生が交錯する。

夢をかなえるゾウ ４ 水野 敬也 余命宣告を受け途方に暮れる主人公のもとに、ゾウの神ガネーシャが現れる。６年ぶりの新作。

オーダーメイド殺人クラブ 辻村 深月 中学生のアンは、同級生の徳川に「自分を殺してほしい」と頼む。彼女の真意とは？

82年生まれ、キム・ジヨン チョ・ナムジュ ある女性の半生から、韓国という国の現実が浮かび上がる。韓国の大ベストセラー。

アフターマン 人類滅亡後の動物の図鑑 ドゥーガル・ディクソン 人類が滅んだら、地球はどうなる？ どんな生物が生き残る？ 未来を空想する図鑑。

「キモさ」の解剖室 春日 武彦 「キモい」という言葉、使ったことはありますか？ 「キモい」を徹底解剖する異色の一冊。

イチからつくる　プラスチック 岩田 忠久（編） 私たちの生活に不可欠なプラスチック。製法や歴史を知って、イチからの製造に挑戦！

英語、苦手かも？と思ったときに読む本 デイビット・セイン 「英語は教科じゃない」と語るネイティブの著者が、間違いを恐れずに英語を扱うコツを伝授。

キャパとゲルダ マーク・アロンソン 80年前のカメラマン「ロバート・キャパ」。その写真を通して、戦争の時代の「日常」を覗く。

捨てられる食べものたち 井出 留美 「食」についての驚くべき実態。最新のデータで、日本と世界の食品ロスの事情がわかる！

スラムダンク勝利学 辻 秀一 ただ頑張るだけでは意味がない！ バスケ漫画の金字塔「スラムダンク」で学ぶ心理学。

病魔という悪の物語 金森　修 100年前、自分は無症状のまま病気を広めてしまった女性がいた。今こそ読みたい驚きの実話。

繊細すぎてしんどいあなたへ 串崎　真志 「いつも人の顔色が気になる」「匂いや音に敏感」そんなしんどさを和らげ、逆に活かしてみよう。

青木　省三 心の傷み、トラウマはどのように発生するのか。どう向き合えば良いかを豊富な例とともに紹介。

　　

　　 

NEW ADDITIONS　新着図書紹介

小説の神様

内　　　容

ぼくらのなかの「トラウマ」

◎夏季休業中に貸出した本の返却期限は、８月

２４日（月）です。返却がまだの人は、必ず

図書室へ返却してください。

◎図書室は原則飲食禁止です。フタのない缶や

紙パックの飲料は、カウンターに預けるよう

にしてください。

図書委員 おすすめの本紹介！

図書委員に選んでもらったおすすめの本を毎月紹介していく

コーナーです。今月のピックアップはこちら！

◎『ハンニバル』 トマス・ハリス/著

『羊たちの沈黙』のハンニバル・レクターが主役。ドラマにも

なった作品で、他の作品を読んでなくても楽しめる。（３年生）

◎『また、同じ夢を見ていた』 住野よる/著

幸せとは何か、今後の自分の人生の正しいあり方とはどんなもの

かを考えさせられた。（１年生）

２学期が始まりました！

普段より短い夏休み、どう過ごしましたか？

暑い日もまだまだ続きますが、図書室で涼しく

読書を楽しみましょう！

「動物の愛護と、適正な飼養について理解･関心を

深めるため」に定められた記念週間。もともとは100

年以上前にアメリカで始められたもので、日本とは

異なり５月に実施されています。

●少年と犬 馳星周/著

東北で１人の男性が拾った野良犬は、なぜか

いつも南を見ていた。その視線の先にあるの

は……？ 直木賞受賞作。

●100万分の１回の猫 江國香織ほか/著

絵本『100万回生きたねこ』を愛する13人の

作家が集結した、猫への思いに満ちた短編集。

●犬と猫の向こう側 山田あかね/著

日本では今でも、年間およそ６万頭の動物が

殺処分されている。ペットとの向き合い方を

考える本。

１学期ベストリーダー発表！
（集計期間：2020年４月８日～８月７日）

第１位 『むかしむかしあるところに、死体がありました。』
青柳碧人/著

第２位 『夜行』 森見登美彦/著

〃 『カゲロウデイズ（２）』 じん（自然の敵Ｐ）/著

〃 『いなくなれ、群青』 河野裕/著

〃 『探偵が早すぎる（上）』 井上真偽/著

〃 『アリエナクナイ科学の教科書』 くられ/著

ほか11冊

１学期によく貸出されたタイトルを一挙紹介。なんと16冊もの本が同率で

並んだ中、僅差で利用回数１位になったのは、日本の昔話とミステリーを

組み合わせたユニークな作品でした。

９月20日～26日は「動物愛護週間」

動物にまつわる本

リクエスト！

図書室では本のリクエストも受け付けて

います。２学期もたくさん利用してくだ

さいね！


